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はじめにはじめに

　KWNは、そのネーミングからすると「児童生徒が見聞きしたものを
ニュースにして伝える」ことが目的になりそうです。しかし今のこのプ
ロジェクトは、学校で学んだ社会の問題や地域の課題、地域が培ってき
た文化などについて、調べたりアクションを起こしたりしたことを記録
して、自分事として発信する「一人称の映像制作」を特徴としていると
言えます。このプロジェクトが行われてきた時期は、小中学校で総合的
な学習の時間が定着し深化してきた時期と重なっています。はじめは何
をすればよいのかわからなかった総合の時間が、少しずつ学習の要とし
てなくてはならないものになってくると同時に、KWNでつくられる番
組の内容も深いものに変わってきたように感じます。新しい指導要領で
は、この方向性がさらに重要視されています。そして、児童生徒が自ら
学びを進める学習への関心が高まっています。KWNが、学校での授業
とより深く結びついて、ますますその意義を大きくしていくことを願っ
ています。

「映像作品はどうやって作ればいいんだろう」。生徒、そして指導者であ
る私も毎回悩んでいます。迷いの中で、何度も話し合いを重ねていくう
ちに、それまで気づかなかった生徒の思いを知り、彼ららしい表現が生
まれる時間はとても愛おしく楽しいものです。活動に参加する前は、自
分の意見をあまり言わなかった生徒が、自分の言葉でシナリオを書き上
げたときは感動しました。また、壁にぶつかったときは、KWN映像講
師の先生にも相談しています。技術指導だけではなく、意見を交流する
場として、そして生徒の心に火をつけるきっかけにもなっています。自
分と他者との関係性や自分を取り巻く環境について考え、想像し、表現
することは、とても難しい作業です。模索と実験を繰り返しながら、自
分たちらしい色を編み込んで作品づくりを続けていきたいです。

「今、つたえたいこと」の具体的なテーマが決まったら、その内容
がSDGsの17の項目のうち、どれに該当するのか考えてみましょ
う。とは言っても、最初からSDGsありきで作品のテーマを決め
る必要はありません（SDGsに囚われすぎると画一的な内容になり
がちです）。まずは、子どもたち自身の自由な発想や意見を取り入
れて、作品作りを始めることが大切です。

関西大学 
総合情報学部

教授
黒上晴夫氏

子どもたちが自分事として発信する
「一人称の映像制作」

考え、迷うことが成長の糧に

作品が「SDGs」のどの項目に
該当するのか意識して

沖縄県昭和薬科大学
附属高等学校

山里紗葉先生

撮る前にどういう流れにするのか監督とみん
なで考えましょう。また撮影したら、必ず自
分たちでその映像をチェックしましょう。

出来た作品は、必ずみんなで観てみ
ましょう。 制作時には分からなかっ
た発見やドキドキ感があるはずです。

「今、つたえたいこと」は何か？どんな
テーマで映像作品を作りたいか、みん
なで話し合いましょう。

プロデューサー
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音声 役者編集

企画・立案し、
作品にする総合責任者

映像制作の
責任者

音声を
録音する人

カメラマン
監督からの指示で
映像を撮る人

シナリオ
全体の構成や
セリフを考える人

映像を脚本にそって
作品に仕上げる人

脚本に書かれている
役を行う人

映像制作は、みんなが協力しあって作るもの。みんなの力をうまく
合わせて一つの作品を作るためには、各自が役割をきちんと理解し、
行うことが大切です。

テーマを決めよう1 調べてみよう2

シナリオを作ろう3

撮影しよう5

スタッフ（役割）を 決めよう4

上映しよう7

テーマが決まったら、それについて図
書館やWEBなどで調べてみよう。ま
た、目的の場所を実際に訪れたり、人
に会ってみて、どんな風に撮影するの
かを考えてみましょう。

大切なのは、人の感情的な内面の様子
や感情の流れを描くこと。起きたこと
をそのまま伝えたり、調べたことを解
説したりするだけでは、個性も出ませ
んし、面白い映像にはなりません。

編集しよう6
市販の映像編集ソフトを使って、撮影した映像を編
集しましょう。画面サイズは1920×1080を選択し、
フレームレートは60i に設定してください。

（特定非営利活動法人ソーシャルバリュージャパン「KWN導入による子どもたちの成長を測定するためのモデル構築」より）

作品の背景となっている、身の回りにある様々な
社会問題について、課題を“自分事”としてとらえ、
深く考える機会
を持つ（課題設
定ができる）

自分の意志や責任で自分のこと
を決め、自分にとっての課題に対
して積極的に取り組む力を持って
いる

自分の住んでいる地域に関心を
持ち、よりよくしたいと考えている

自他を理解し、協力してものごと
に取組むことができる

全体の中での自分の役割を認識
する。その役割を効果的に果た
すにはどのような行動が求められ
ているかを理解し、行動できるよ
うになる

夢や希望を持って将来の生き方
を考え、前向きに自分の将来を
計画する力を持っている

一つの事業にチームでかかわる
経験を通じて、お互いの意見を
ぶつけ合い、調整するコミュニ
ケーション能力を高められる

幅広く情報を調べ、それを将来
の生き方の選択に活かす力を
持っている

異なる文化や価値観、習慣に触
れることで視野を広げ、多様な考
え方があることを理解する

社会的意義1
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　KWNは映像制作のプロセスを通じて、子どもたちの創造力の伸長や人間的成長
を実現するプログラムです。プログラムに参加することによって、映像制作のスキ
ルだけではなく、コミュニケーションやチームワーク、意思決定といったスキル、
将来設計や国際理解への意識への肯定的な影響が2017年度からの社会的インパク
ト評価の実施によって示されています。KWNプログラムの特色は、小学校から高
等学校までの異なる学齢や、普通科に加えて、特別支援教育など異なる環境下の子
どもたちにも、その特性やニーズに合わせ、多様な学びの機会を提供できることで
す。子どもたちが映像制作に取り組み、自らの伝えたいテーマを議論し、実際の制
作のプロセスで試行錯誤を重ねることで、制作スキルだけではなく、社会課題への
関心、自分と社会とのかかわり、仲間との関係性の成熟など
がみられています。学校現場での活用の進展を期待致します。

特定非営利活動法人
ソーシャルバリュージャパン
代表理事 伊藤 健氏

KWNの映像制作を通して、
子どもたちのさまざまな
成長が期待できます

創造力の伸長や人間的成長を実現するプログラム

映像制作の大まかな流れ
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　新規校を対象におもに映像制作の基礎を教える内容から、ある程
度、映像制作スキルを持っている学校に向けたより実践的なものま
で、参加校は各学校のニーズに応じたワークショップを受けることが
できます。また、テレビ局など映像制作のプロによるワークショップ
や著作権・肖像権についてのワークショップも実施。昨今の事情に
合わせ、オンラインか対面かを選べるなど柔軟に対応しています。

　昨年度は再び対面でのワークショップを多く開催。映像制作の第一線で活躍している講師陣が、学校などを訪問して子ど
もたちに直接指導しました。その一方で、2020年度から実施しているオンラインでのワークショップも継続。選択の幅が
広がりました。対面の有無にかかわらずワークショップでは、テーマ決め、構成、撮影、編集と、映像制作の基礎はもちろ
ん、映像のプロならではの視点から、考え方や心構え、具体的なテクニックを、子どもたちのスキルに合わせて指導してい
ます。2022年度は新規校11校、継続校14校で実施。その一部をご紹介します。

KWNでは新規参加校はもちろん常連校まで、各校の映像制作スキルに応じて、第一線で活躍しているプロの講
師によるワークショップを実施。サポート体制が充実しているので安心して映像制作に取り組むことができます。

子どもたちの映像制作レベルや
課題にきめ細かく対応

　教室に集まった6年生27人は、座学の時間はおしゃべりをす
ることなくモニターを見ながら講師の話に耳を傾けていました。
機材を使っての撮影テクニックの時間になると、「やってみたい
人」の声にほぼ全員が挙手。「マイクの前ではふざけて大声を出
さないでね」など注意点が説明をされてやや緊張する子がいたり、
重さでガンマイクの先がだんだん下がる場面をありましたが、和
気あいあいとした雰囲気で終始進みました。

ワークショップ実施の流れ
事務局へ問い合わせ

ワークショップ実施

KWN映像講師がヒアリングし、
最適なワークショップを提案

ワークショップ後も映像講師による
ケアが受けられる

スキルやさまざまなステップに
応じた多彩なワークショップを用意！

プロの講師陣が映像制作の基礎を丁寧に指導

　中学2年生99人が18チーム別れて参加した今回のワーク
ショップ。講義と実技の2部構成で、最初は映像制作の流れやシ
ナリオ制作で重要なポイントを講師がわかりやすく解説してい
きました。著作権に関する注意点は生徒たちが飽きないように○
×のクイズ形式で。撮影テクニックの講義では実際に機材を
使って行われました。その後、校庭に出てチームごとに撮影開始。
講師に言われたことを思い出しながら撮影に集中していました。

楽しそうな表情で実技の授業に参加 講義と実技の2部構成で開催

　ワークショップに参加したのは、実際にコンテンスト作品を制
作するビデオクラブの4名をはじめとする、5.6年生40名弱。座
学では、怪我なく撮影を行うことの大切さにはじまり、カメラの
正しい扱い方。カチンコの使い方、撮影の進め方などをレク
チャー。後半は実際に役割分担を決めて、撮影にチャレンジ。撮
影を始めた際の子どもたちのとびきりの笑顔がとても印象的で
した。

　饒平名由恵江さん、具志堅興托さん、久高旺輝さんの3名が参
加し、カメラの持ち方・受け渡し方からマイクの説明、撮影の手
順まで、一通り撮影の基礎を学んだ今回のワークショップ。その
後はカメラ、マイク、出演者と交互に役割を交代しつつ、ごみ問
題や地球温暖化など、SDGsに関連するテーマについて、各自の
考えを発表するシーンを撮影。最後に皆で撮影映像を鑑賞しま
した。

怪我なく撮影を行う重要性をレクチャー SDGsをテーマに自分たちの考えを発表！

鈴木遼輔 先生

初めて聞いた言葉もあって難しく感じた子ども
いたようですが、後半はカメラを使うことで実
感的な学びができました。作品のバージョン
アップにもつながるのかなと思います。

小学6年生（当時）
七種海斗 さん

動画を作る時に5W1Hが大切なことがわかっ
てよかったです。これから自分たちの作品を撮
りますが、5W1Hを意識します。

カメラの仕組みは勉強になりましたし、ズーム
のやり方や明るさの調整など撮る時もいろいろ
あるんだと思いました。

小学6年生（当時）
宇加治美月 さん

若林亮介 先生

プロの方を招くことで本物に触れる機会が生ま
れるのでワークショップに申し込みました。座
学はガッツリ講義でしたが、参考になる内容ば
かりで子どもたちも為になったと思います。

中学2年生（当時）
月田幸三 さん

中学2年生（当時）
海野竜都 さん

講義の後にみんなで撮影して面白かったのと、
iPadのカメラ機能の設定や操作方法が勉強で
きたのもよかったです。

第一に楽しかったです。特にカメラなど機材の
扱い方や撮り方を詳しく聞けてすごく参考にな
りました。

小学6年生（当時）
田中瑠海 さん

松浦亜希子 
先生

小橋川 啓 
先生

普段、県外の方と交流することがないので、と
ても良い機会になりました。カメラを前にした
子どもたちの笑顔を見て、改めてワークショッ
プをお願いして良かったと感じました。

饒平名由恵江 
さん

初めての体験だらけだったので楽しかったです。
とくに自分が喋ったり、他の人の言葉を聞いて
いるときが面白かったです。

具志堅興托 
さん

SDGsについていろいろと考えるのも面白かっ
たし、何よりカメラで撮影したり、カメラの前
でしゃべることが新鮮でした。

久高旺輝 さん

少し緊張して何をしゃべるかはいろいろと考え
てしまいましたが、カメラの前で話をするのが
とても楽しかったです。

静岡県・静岡聖光学院中学高等学校 作品撮影に講師が立ち会い
「自ら考える」指導を推進

沖縄県・昭和薬科大学附属中学校、高等学校
神奈川県・小田原市立桜井小学校

熊本県・荒尾市立桜山小学校 沖縄県・沖縄県立名護特別支援学校

　KWN常連校である同校では、作品制作途中でのワークショッ
プを実施。実際のロケ現場に講師が訪れ、撮影アングルや演出方
法、シナリオについてなど、その都度、生徒たちから出たさまざ
まな疑問に答えました。ただ教えるのではなく「自分で考える」こ
とを主眼に置いたワークショップでは、参加者全員が課題を再
認識。講師による時に厳しくも優しい叱咤激励に、皆コンテンス
ト作品制作に対する意気込みを新たにしました。

ワークショップ ビデオやマイクの扱い方一つとっても知らない
ことだらけだったので、非常に勉強になりまし
た。ビデオクラブ以外の子どもたちにとっても
良い機会になったと思います。

コンテスト作品の制作に向けて、今日のワーク
ショップで学んだことを、次の撮影に活かして
いきたいと思いました。

山里紗葉 先生

生徒自らが考えて「表現したい」という気持ちを
引き出してくれました。今回、さまざまな課題
が見えてきましたが、問題の本質は自分たちの
なかで表現したいことが曖昧になっている点に
あると気づかされました。自己の内面に向き合
い、対話的に問うことで、考えを深めるきっか
けになったと思います。

高校1年生（当時）
森田日菜子 さん

質問への回答を受け取った時、自分に足りな
かったものを知ることができました。伝えたい
事をハッキリさせ、部員同士の話し合いも比較
的スムーズにできるように。シナリオが全てで
はなく、役者・カメラ・編集、みんなで力を合わ
せてすてきな作品を作りたいです。

高校1年生（当時）
竹下紗希 さん

初めてのロケだったのですが、草刈りの音や強
風など予想外の出来事がたくさんあり、実際に
行ってみて初めて分かることもあると実感しま
した。朴講師のカメラの持ち方も参考になりま
した。カメラをもっと使いこなせるようになっ
て、表現の幅を広げていきたいです。
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　5年生15名の生徒と先生方が参加した本イベント。韓国の元
スピードスケート選手のサンエン・リーさんによるオンラインの
特別講義では、ジェンダーをテーマにしたアイスホッケーの
「The Dream League」プロジェクトについて紹介。一方、子ども
たちは学校や地域の紹介を含む自己紹介を映像とともにプレゼ

ンしました。難しいテーマ
にも関わらず、講義を聞く
子どもたちの表情は真剣
そのもの。最後に、SDGs
「届け！わたしたちの想
い！」のメッセージ映像を
制作し、イベントは無事終
了しました。

　2022年12月3日（日）にオンライン開催された「KWN
グローバルサミット2022」。時差を考慮し、開始時間はい
つもより遅く21時からのスタートとなりました。この日、
中継会場入りしたのは、神奈川県・森村学園初等部、東京
都・葛飾区立金町中学校、宮崎県・宮崎日本大学高等学校
の3校。オンラインで結ばれた海外の参加国は、ブラジル、
インドネシア、UAE、アメリカ、ベトナムの5カ国で、日
本を含め20校53名の児童生徒と教員らが参加しました。
日本の会場ではドローンの講習会が実技を交えて実施さ
れ、事前課題とされていたドローンでの撮影も無事終了。
本編がスタートすると、まずは他の参加国をリレー式で
紹介されました。お互いに距離が縮まったところで、事前
に撮影した各国のドローン映像を1本に編集した作品を
上映。その後、通訳を交えながらディスカッションで盛り

　今年度も企業連携ワークショップが2022
年8月8日にオンラインで開催されました。
参加したのは6校127名。午前と午後に分か
れ、午前の部では関西テレビの橋本和花子ア
ナウンサーが特別講師を務め、インタビューを上手に行うコツの
ほか、アクセントや滑舌など話し方について体験談を交えながら
レクチャーしてくれました。午後の部は、フジテレビ 情報制作局 
局次長の宮下佐紀子氏と、関西テレビ 報道局 報道映像部の野上
隆司氏の2名が特別講師に。「届け!! わたしたちの想い！」という
タイトルのSDGsをテーマにした課題作品を参加校は事前に制
作していて、各校の作品を観ながら講師が感想とアドバイス。そ
して子どもたちとのディスカッションも行われました。参加校の
皆さんにとっては実りある時間となりました。

　映像制作において大切な著作権・肖像権。この難しい話を子どもた
ちが理解できるようにと、特別ワークショップがオンラインで開催さ
れました（2022年8月22日）。特別講師を務めたのは、パナソニック
オペレーショナルエクセレンス（株） 知財部門 知的財産センターの樋
地優香氏と、ＫＷＮ日本映像講師の桐島瑞希氏。デモ動画を使い、身
の回りの事例を出しながら著作権と肖像権の正しい使い方を解説し
たり、○×クイズで一緒に考えながら理解を深めました。参加した子
どもたちからも「わかりやすいし、勉強になりました」と大好評でした。

6カ国20校が参加。オンラインながら
国際交流を深める絶好の機会に

映像作品制作以外にも、KWN参加校は国際交流をはじめ、年間を通してさまざまな活動やイベントに参加可
能。子どもたちにとって貴重な経験の場となります。

年間を通じてさまざまな
イベントを実施！

夏休み期間には複数校が参加する「特別な」ワークショップも実施！

　新型コロナ対策として、2020年度からスタートした非対面型のオンラ
インワークショップ。2022年度は対面が増えたとはいえ、オンラインの
ワークショップも引き続き実施されました。新潟県の燕市教育委員会のオ
ンラインワークショップでは11名の小学生が参加。基本的な撮影方法は
もちろん、撮影の際に、雑音が入らないように気をつける点などをオンラ
インで指導を行いました。

企業連携
WS

著作権・
肖像権WS

テレビ局のスタッフが
特別講師に！

大切な著作権・肖像権を
わかりやすく解説

燕市教育委員会 
学校教育課
山澤晴子 先生

燕市教育委員会 
学校教育課
鳥羽萩子 先生

新潟県・燕市立
燕東小学校6年（当時）
広瀬友也 さん

新潟県・燕市立
大関小学校6年（当時）
伊部花梨 さん

ビデオ作り以外の人生の
ことや、高い音は上に、
低い音は下に行くことな
どの豆知識も学べてよ
かったです。

目の前で道具を扱っている姿を見たり、
実際に体験をしながら学んだりすること
で、より理解が深まり、動画制作への意欲
も高まると感じました。次回は直接ワー
クショップを行っていただきたいです。

11 人全員が撮りたいもの、伝えたい思い
を数少ない活動の中で見つけていかなけ
ればならないと感じました。オンライン
では制限される部分も多いですが、熱く
ご指導してくださり大変感謝しています。

オンラインWSも継続中！

撮影の時に雑音を入らいな
いようにするやり方が分か
りました。今日聞いたこと
を作品制作に役立てたいで
す。

千葉県・昭和学院中学校・高等学校の
放送部がキッズレポート＆スタート
アナウンスを実施

パナソニックオープン
レディースゴルフ
トーナメント2022

4月

兵庫県・武庫川女子大学
附属中学校の放送部が
キッズレポート＆スター
トアナウンスを実施

パナソニックオープンゴルフ
チャンピオンシップ2022

9月

IOCヤングリーダー×
KWNコラボイベント

1月

IOCヤングリーダー×
KWNコラボイベント

2月

最終
審査会

2月

KWN日本
コンテスト
2022表彰式

3月

　近代水泳発祥の
地と言われる同校
を訪れたのは、マ
レーシアの元競泳
選手であるタニア・
リーさん。生徒た
ちにより、学校や

地域の紹介が行われた後は、タニアさんも実際に
室内プールに入って部員たちと水球を体験。その
後は再び教室へ移動して、スポーツで学んだこと
や次世代に伝えたいことなどのプレゼンテーショ
ンがタニアさんより行われました。

IOCヤングリーダー×
KWNコラボイベント

10月大阪府・大阪府立茨木高等学校

IOCヤングリーダー×KWNコラボイベント

9月 熊本県・南関町立南関第二小学校

北海道・札幌啓成高等学校

兵庫県・武庫川女子大学附属高等学校

グローバルサミット2022

上がったところでパナソニックアワード、KWNファンズ
アワード、KWNキッズアワードの発表に。今回日本の学
校は受賞できませんでしたが、一喜一憂する子どもたち
の表情が印象的でした。

12月

11月

01月

02月

03月

10月

12月

04月

05月

06月

07月

08月

09月

とは？
IOCヤングリーダー

IOCに選出された世界中の18-30
歳の若者が「ヤングリーダー」とし
てIOCから支援を受けながらユー
ス世代を巻き込む活動を自ら計
画・実行することで社会課題解決
を目指すプログラム。パナソニッ
クグループは、プログラムの立ち
上げ期（2017年）より、継続して
支援を行っている。
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KWNの映像制作への参加がきっかけとなり、ナレーターという仕事に就いた安島里恵さん。
制作当時のことやKWN参加の意義などについて、いろいろと振り返っていただきました。

「10代の現在だからこそ感じられること」
を大切にして映像表現に活かしてほしい

――昨年度は、パナソニック社員賞受
賞おめでとうございます。
庭野さん　パナソニックの社員の方た
ちに認めてもらえたのが嬉しかったです。
井嶋さん　音のズレもあったので賞を
とれるなんて思ってもいませんでした。
諸江先生　自分は今年度から飛渡第一
小学校で勤務しているのですが、昨年
度KWNの賞を受賞したと聞いて、素晴
らしい取り組みをしている学校なんだな
と思いました。
多田さん　ここにいる4人を中心に、あ
とは1年生2人の計6人で頑張りました。
――学校の裏を流れる飛渡川が主役で
すが、テーマをどうやって決めましたか？
多田さん　4人それぞれ案を出し合って、
その中から選びました。最終的には、去
年指導してくれた佐藤校長先生が選ん
だのですが、4人とも地元を流れる飛渡
川をテーマにした案を出していたんです。
庭野さん　3年前から飛渡川については
授業で勉強してきたので、テーマが決
まった時は、飛渡川のことを多くの人に
知ってもらえるとワクワクしました。
――脚本は誰の担当でしたか？
波形さん　基本的には4人で話し合い
ながらでしたが、細かい部分は先生がま
とめてくれました。
――作品には皆さん出ていましたが、ス
タッフとしての役割は？
多田さん　僕は監督とカメラマンです。
井嶋君もカメラ、庭野さんと波形君はナ
レーションでした。
――作品では、いろいろな人がインタ
ビューを受けていましたね。

――映像制作に興味を持つようになっ
たきっかけを教えて下さい
安島さん　小学校高学年の時に担当し
た、運動会のリレー競技の実況を褒めら
れたことがあって、「声のお仕事もいい
な」と漠然と思ったのが最初でした。そ
の後、中学では放送委員会に所属した
のですが、そこで亀岡先生と出会い、
KWNの映像制作を始めたのがきっかけ
です。
――中学3年生の時に見事、最優秀作
品賞を受賞しました。
安島さん　戦時中に地元である福島県
いわき市から「風船爆弾」をアメリカへ
飛ばしている事実を初めて知り、それを
テーマにしようと決めました。私たちも
加害者だという事実に改めて衝撃を受
け、それを伝えたいと考えたのです。　
ただ、いざ取材となると当時のことを率
先してお話していただけるお年寄りの方
がとても少なくて。苦労した思い出があ
ります。
――グローバルコンテスト（当時）はいか
がでしたか？
安島さん　当時はまだ震災直後で、本
来ならなかなか海外へ行ける状況ではあ
りませんでした。開催地ニューヨークで
は、アメリカはもちろん、ドイツ、パナマ、
中国の子たちと交流できたのですが、皆、
母国語ではないのに英語で普通にコミュ

多田さん　飛渡川に詳しそうな人を先
生に聞いて、一番知っていそうな人にお
願いしました。
波形さん　インタビューは4人一緒に
行ったのですが、いろいろな話が聞けて
勉強になったし、面白かったです。
――撮影はどうでしたか？
波形さん　普段あまり川の中に入るこ
とがなかったのですが、撮影で入るなど
して楽しかったです。
井嶋さん　確かに撮影が終わって、そ
のまま川遊びをしたのはいい思い出です。
庭野さん　身近な飛渡川を多くの人に
知ってもらうために、どういう撮り方を
したらいいのか、考えながら撮影するの
は楽しかったです。大変だったのも撮影
で、ほぼ毎日のように時間に追われてい
ました。
多田さん　僕は楽しいというよりも一番
心に残ったのは、川岸をコンクリートで
固める理由がわかったこと。安全と自然
の板挟みで複雑な気持ちになりました。
――今年は諸江先生がKWNの指導を
しているそうですが、子どもたちを見て
いて、どんな時に成長を感じますか？
諸江先生　1つの作品をみんなで作り上
げるために、積極的に行動しようとする
意識を感じた時です。今では、私の支
援がなくてもプレゼンや動画の編集を
進められるようにもなりました。

ニケーションが取れることに衝撃を受け
ました。また各国の優秀な作品を観て感
じたのが「映像の力」。字幕がなくても
伝えたいことがはっきりと分かるんです。
これまでの人生で一番刺激的な経験で
した。この経験があったから、今の自分
があるのだと思います。
――中学卒業後は順調に夢を叶え、今
の職業に？
安島さん　風船爆弾は違いますが、「震
災を経験した中学生」というスタンスで
の作品作りが多かったんです。当時はあ
まり感じなかったのですが、年を重ねる
につれ、「あの時の評価は、そのままの
自分の対する評価ではなかったのでは」
と少し自分の内面でモヤモヤしたものを
引きずっていました。その後、大阪にあ
る放送系の大学に入学し、そういうネガ
ティブな気持ちを払拭したいと考えてい
た時に、ナレーションという仕事に出会
いました。
――詳しく聞かせてください。
安島さん　映像の中で、ナレーション
はメインではなく、いわば素材だと思う
んです。映像に対して違和感なく話せた
ら正解、みたいな。自分のナレーション
がごく自然に視聴者の耳に入っていった
時に、「あ、この人の声よく聞くな」と
言われたら、それが自分にとって最高の
評価になる。そう考えた時に、素材とし

て自分をいかに高めていけるかに懸けて
みよう、って思えたんです。
――ありがとうございます。最後に
KWNの後輩たちへメッセージをお願い
します。
安島さん　中高生は多感な時期なのに、
両親や先生以外の大人と話す機会がほ
とんどないと思うんです。でもKWN参
加を通して、外の大人と話す機会が作
れる。対等に話をするためにはしっかり
と考え準備をしなければならない。これ
は皆さんにとって大きな刺激になると思
いますし、実際、現在の私にも役立って
いると感じています。また、取材など映
像制作を進める中で、10代だからこそ
感じられることがあると思うので、それ
を大切にして表現して欲しい。そしてこ
れらの経験が、皆さんの将来への視野
を広げることに役立っていければ嬉しく
思います。

2021年度KWN日本コンテスト
パナソニック社員賞受賞作品

2013年度KWN日本コンテスト
最優秀作品賞／リサーチ賞

学校の裏に流れている自分たちにとっては身
近な川を題材にして、自然の大切さや環境破
壊、災害など課題を浮き彫りにするだけでな
く、インタビューを通して課題解決にまで踏
み込んだ作品。

『飛渡川の
自然を守ろう』 『昔ここに

戦争があった』

今年度KWNの撮影で
子どもたちを指導する
諸江雄斗先生

飛渡川での撮影は午前中が多かった

制作：新潟県 十日町市立飛渡第一小学校
グループ名：飛渡第一小学校

第二次世界大戦末期に、地元であるいわき市
勿来で風船爆弾の打ち上げを行っていた事実
を、博物館や当時を知る人々への取材を通し
て明らかにしていくドキュメンタリー番組。

制作：福島県 いわき市立勿来第一中学校

パナソニックの多くの社員から支持された作品に贈られるパナソニック社員賞。
2021年度、見事に受賞した新潟県十日町市立飛

とび

渡
たり

第一小学校の皆さんに、制作当時のことを伺いました。

飛渡川をよく知ってもらうために
撮り方を工夫をしました

2014年、グローバルコンテスト参加のため
ニューヨークを訪れたメンバーの皆さん

写真左から、庭野楓さん（5年生）、多田幸弘さん（5年生）、波形誓生
さん（４年製）、井嶋銀造さん（4年生）

――最後に、これから参加を考えている
人たちにアドバイスをお願いします。
波形さん　物語がきちんと整理されて
いないと観ている人に内容が伝わらない
ので、伝えたいことをきちんと整理する
ことが大事だと感じました。
諸江先生　動画にたくさんの内容を入
れようとすると、制限時間に収まらな
かったり、制作に時間がかかり過ぎたり
してしまうので、何を伝えたいのかを
はっきりさせ、できるだけ短い言葉でシ
ンプルに伝えるようにすると、動画が作
りやすいと思います。

前年度パナソニック社員賞受賞校インタビュー OB・OG特別インタビュー

福島県いわき市出身。
大阪の大学を卒業後、
有限会社ビー・グラッ
ドに所属し、ナレー
ターとして活動。現在
はFM大阪「おとなの
文化村」やインター
ネットラジオなどで
パーソナリティとして
も活躍。

安島里恵 さん
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Withコロナと言われながらも、まだまだ影響が大きい中、今年度も多くの子どもたちが「今、つたえたいこ
と」をテーマにSDGsを意識した映像制作に取り組みました。最終的には、2022年度の参加校は前年比
87％の93校。しかし参加チーム数は昨年と同じ135チーム（2018人）で、特に高校生の参加数が飛躍的に
伸びました。審査にかけられたのは、71校109作品。いずれも甲乙つけがたい作品が揃いました。

　3年ぶりに通常通り対面で実施された最終審査会が2月中旬に行わ
れました。8名の有識者が一堂に会し、例年通り、小学生、中学生、
高校生の部門ごとに、入賞および賞名を決めるのですが、小学生部門
から早くも白熱した議論が展開されました。2作品に絞り込まれたも
のの、どちらにするか答えが出ず、時間だけが過ぎていくばかり。最
優秀作品の決定は満場一致でなければならないため、結局、2作品に
最優秀作品賞を贈るという異例の事態に。それだけ審査も真剣に行わ
れているのです。予定時間を大幅にオーバーしつつも、中学校と高校
部門でも同様に、審査員が1人ずつ選んだ作品の評価ポイントを説明。
その後は、無事にすべての受賞作品が決まりました。

8 名 の 最 終 審 査 員 がノミネート作 品をチェック！

谷口 昌利 氏
パナソニック コネクト株式会社
メディアエンターテイメント事業部　
上席主幹

山口 香 氏
株式会社ハット
企画演出部
ディレクター

伊藤 有壱 氏
東京藝術大学
大学院
教授

中村 亮 氏
プレジデント社
プレジデントファミリー
編集部　編集長

福田 里香 氏
パナソニック ホールディングス
株式会社
CSR・企業市民活動担当室　室長

香月 よう子 氏
フリーアナウンサー
公益財団法人東京学校支援
機構評議員

2月中旬に審査員による「最終審査会」を実施

黒上 晴夫 氏
関西大学
総合情報学部
教授

今年度も相変わらずコロナ禍で取材しにくい状況だったと思いま
すが、最終審査にノミネートされた作品はいずれも実力が伯仲し
ていました。各作品ともさまざまな特徴があるので、正直選ぶの
に苦労しました。日本でKWNが始まった20 年前と比べると、機
材や編集ソフトも格段に進歩しました。いわば技術の進化で「出
来ること」が大きく変わってきたのですが、それらの技術を自分
たちが表現したいことのために上手に使っていると思います。一
方で、子どもたちだけで考え、子どもたちの手で作った素朴な作
品が好成績を収めるなど、テクノロジーとは異なる部分でも素晴
らしい変化がみられます。前年までに受賞した作品のエッセンス
を取り入れるなどの好循環が見られたのも印象的でした。

飯田 香織 氏
NHK報道局
ネットワーク報道部長

動画鑑賞が当たり前
になった現代、今ま
で構築してきた5分
間の情報量が出せな
いジレンマと向き
合って作られた今年
の応募作品たちには、
一層の工夫と努力の
跡を感じます。

今年も技術のレベル
が高くなっていて驚
かされました。また、
常連校が増えてきた
ことで学校ごとの特
色（色）がはっきりし
てきて、観ていてと
ても楽しかったです。

審査は本当に大変で
予定時間も過ぎるほ
どでした。拝見した
作品は「見た人がど
う受け止め、どのよ
うな行動を促すもの
なのか」を意識した
ものが多く、素晴ら
しいと思いました。

審査には大いに悩み
ました。少しコロナ
が収まり外での活動
や取材ができよかっ
たです。いつもより
短い3分の時間制約
に合わせた新たな切
り口や工夫への挑戦
に感動しました。

新しい感性を感じさ
せてくれて、とても頼
もしいです。その映像
スキルを自在に使っ
て、見る側に伝える強
いメッセージを持っ
た作品が多かったよ
うに感じます。

コロナ禍の制限があ
りながらの難しい作
品作りの中で、皆さ
んは知恵を絞り、よ
り良いものを作り上
げようと活動された
ことは、作品の出来
からも見て取ること
ができました。

今回も審査に本当に
悩みました！ 長引く
コロナ禍で制約も多
かったと思いますが、
それを感じさせない
力強い作品ばかり。
今後も新しいニュー
ス、新しい映像作品
を期待しています。

セリフは一切なく、1500枚も使用したと
いう切り絵の動きだけで伝えたいことが
表現されている。何気にゴミを川に捨て
る友達を見ていた主人公が、海の豊かさ
を守る大切さに気付いて行動するまでの
変化が細かく描かれていて興味深い。

温故知新賞
熊本県・南関町立南関第二小学校 さかきっ子
『SDGsが伝わらない!?』

小学生部門

中学生部門 ジャーナリスト賞
福島県・いわき市立平第三中学校 キャリア教育推進委員会
『食べることは生きること』
Good目線賞
京都府・京都府立南陽高等学校・附属中学校 附属中学2年
『Unsettled』

高校生部門 環境取材賞
静岡県・静岡県立藤枝北高等学校 星 月
『未来の自然を守りたい』
Goodプラクティス賞
三重県・高田高等学校 高校放送部
『LOVEで作る未来』
撮影技術賞
宮崎県・宮崎日本大学高等学校 SUNNY-STUDIO
『ともに』

　1年の集大成である「KWN日本コンテスト2022」の表彰式が、2023年3月19日
（日）、今回もYouTubeライブにて開催されました。参加したのは、最優秀作品賞に
ノミネートされた10校（小学生部門3校、中学生部門3校、高校生部門4校）の子ど
もたちと先生。最初にパナソニック・福田里香氏がKWNに込めた想いと参加校への
感謝とねぎらいの言葉を述べ、表彰式はスタートしました。審査員の紹介に続き、
今回初めて、参加校の中から選出されたキッズサポートMCが登場。青山学院横浜
英和中学校放送部の森美羽さんと恩田采奈さんが、メインMCの図師英嗣氏と一緒
に表彰式を進めました。
　参加校の自己紹介と作品放映を経て、佳作と部門賞、Panasonic賞、そしていよ
いよ本年度応募があった全93校109作品の頂点に立つ最優秀作品賞の発表へ。今
年はなんと小学生部門で2作品が最優秀作品賞に選ばれるドラマティックな展開に
なりました。この4校は今年10月開催のグローバルサミットに参加します。

最優秀作品賞／
ベストアート賞

『初めの一歩～Many a
 little makes a mickle.～』
神奈川県・小田原市立桜井小学校
グループ名：チーム切り絵

児童たち
の声

最優秀作品賞の栄誉に輝いたのはこの4作品！

予定時間をオーバーするほど
審査会場は白熱！
果たして最優秀作品賞は……。

今年度もオンラインで最優秀作品賞ほか各賞を発表！

クオリティの高い作品が
多い中で賞をとれて驚き
ました。冬頃から毎日の
ように切り絵を切る地道
な作業はすごく大変でし
たが、がんばってよかっ
たと思います。

小学生部門

各賞の
結果発表

日常生活で欠かせない公衆トイレがテー
マ。歴史に触れると共に、新しい視点か
ら生まれた公衆トイレを取材することで、
多様性の大切さが説かれている。建築家
の隈研吾氏が登場するなど小学生の作品
とは思えないクオリティの高さだ。

最優秀作品賞／
グッドテーマ賞

『It's a small world
-選べる自由を、誰にでも-』
神奈川県・森村学園初等部
グループ名：Team2022

児童たち
の声

いろいろなところに行って
取材をし、仲間と過ごす
時間を大切にしながらの
制作でした。多くの方にも
ご協力いただき、最後ま
で諦めずに完成させるこ
とができてよかったです。

小学生部門

木の山（このやま）五寸ニンジンという地
元の伝統野菜にスポットを当て、伝統野
菜を未来へ残したいという想いと、個性
や多様性の大切さを伝える作品。実際に
学校の畑でニンジンを育て、収穫や料理
をして食べるシーンは見入ってしまう。

最優秀作品賞／
SDGs賞

『この味が好き！木の山五寸
ニンジン～守れ！ 伝統野菜と多様性～』
愛知県・愛知県立大府特別支援学校
グループ名：チーム SDOobu

生徒たち
の声

理科と情報の授業で取り
組みました。今回は2度
目の挑戦でしたが、それ
ぞれの役割をみんなで協
力し合って完成した作品
なので、嬉しすぎて言葉
が見つかりません。

高校生部門

あまり知られていない「米ストロー」を題
材に、考えるきっかけや、行動を起こす
ことの大切さに気付かされる作品。イン
タビューを通して、環境課題だけでなく、
フードロスの削減や雇用創出など米スト
ローのメリットを知ることもできる。

最優秀作品賞／
ナイスプロモーション賞
Panasonic賞

『米ストローから
覗く世界』
三重県・高田中学校
グループ名：高田中学校放送部

生徒たち
の声

みんなで作った大切な作
品が認めてもらえてうれ
しいです。楽しいことも
大変なこともありました
が、いい経験になりまし
たし、それらを含めて賞
をいただけて光栄です。

中学生部門




